
 

 

天体の視線速度観測用高分散分光器の波長校正用光周波数コムの開発 

-間隔 20 GHz、波長 380 – 500 nmの広帯域光周波数コムの発生- 

Development of an astro comb for calibrating a high dispersion echelle spectrograph 
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近年、天文分野では、太陽系外惑星や宇宙の加速膨張を観測するために、天体の視線速度測定の高

精度化が強く求められている。視線速度測定は、恒星からの光を精密に分光して原子分子の吸収線の

ドップラーシフト量を観測することにより行われる。波長分解能がR = 50000以上と高い分光器（高分

散分光器）を用い、かつ多数の吸収線の測定結果を統計処理することで、1 m/s級の精度（光周波数300 

THz（波長1 m）において1 MHz程度）で視線速度を知ることができる。分光器には波長標準が必要で

あり、これまでよう素分子の吸収線やトリウムアルゴン（Th-Ar）ランプの輝線が使われてきた。近年、

分光器用の波長標準として理想的な、広帯域にわたる等しい周波数間隔の輝線群である光周波数コム

（光コム）を用いることにより、サブm/s級精度の視線速度観測が可能になりつつある[1]。本研究では、

広い波長帯域で利用でき、長期的に安定した波長標準の開発を目的とし、天体の視線速度観測用の高

分散分光器に用いる波長標準用光コム「天文コム」の開発を行った。 

R = 50000程度の分光器の場合、光周波数計測に用いられるような、周波数軸上におけるコムの間隔

周波数が50～200 MHzの光コムでは分解できない。分解するためには20 GHz以上の間隔が必要であり、

そのためにいくつかの方策が試みられているが、今回我々は共振器によって光コムの一部を抜き出す

方法を採用した。また、Th-Arランプが対応する波長帯域である380-500 nmの広帯域光コムを発生させ

るため、高非線形ファイバーと導波路型PPLNを用いた方法を採用した[2]。開発した天文コムの概要を

図1に示す。光コムおよび共振器の基準周波数はよう素安定化レーザであり、このレーザに安定化され

た間隔周波数100 MHzの光コムが、同レーザに安定化された共振器により200本おきに抜き出される。

現在共振器系の最適化などを行っており、講演ではシステムの詳細および特性や性能について報告す

る。本研究はJST, ERATO美濃島知的光シンセサイザのもとで実施された。 

 

Fig. 1. Overview of the astro comb system. 

[1] R. A. Probst et al., New J. Phys. 17, 023048 (2015).  [2] K. Iwakuni, et. al., in CLEO: 2015, paper STh1N.3. 
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